
ユニークベニューの開発・利用促進①（これまでの取組）

【ユニークベニューとは】
○ 国際会議等の開催に際し、博物館や美術館、歴史的建造物、世界遺産などをレセプション会場、イベント会場として使用する

ケースが増えている。このように特別に開放された会場を「ユニークベニュー」 （Unique Venue ： 特別な場所）という。
○ ユニークベニューでのイベントは、話題を呼ぶとともに参加者に文化や歴史的な体験を提供する機会を与え、MICEの成功と

開催地を強く印象づけることができる。
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２０１５年３月
ユニークベニュー候補施設をリスト化

 観光庁ホームページに英語と日本語で掲載。
http://www.mlit.go.jp/kankocho/zhtw/shisaku/koku
sai/page07_000006.html

 ２０１７年1月現在 掲載施設数 ９８施設

２０１５年３月
「ユニークベニューベストプラクティス集」の作成
 １０件のユニークベニュー活用事例の紹介
 ユニークベニューの意義やメリットの紹介
 ユニークベニュー利用に係る法的手続き、許可申請等
 ユニークベニュー開発ノウハウの提供

・施設、コンベンションビューロー、会議運営会社等に送付
・観光庁及びJNTOのホームページで掲載

２０１５年３月
ＩＣＩＡＥ２０１５ Ｅｘｔｒa Ｐａｒｔｙ
 アフターコンベンションとして小倉城で花見パー

ティ開催。祇園太鼓など地元ならではの演出や
天守閣の貸切見学等を実施。

 開催後の参加者アンケートでは、94.1％が会場
への再来訪を希望。

 開放施設側にとっても、ユニークベニューの開放
がメリットとなることを啓蒙する結果となった。

＜これまでの取組＞


